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R6.1.23沼田資料

令和6年度診療報酬改定の流れ

「個別改定項目について」
に点数が入る。

3/4？ 告示・通知

2/9？ 答申
（中医協→大臣）

1月下旬～2月初旬
個別改定項目の審議

1月12日 諮問（大臣→中医協）

1月19日 公聴会

12月11日 令和6年度診療報酬改
定の基本方針（社会保障審議会）

改定の具体的な内容の公表

算定要件・施設基準が判明

点数が●の状態

大体のことが分かる

1月10日・12日
「これまでの議論の整理」の審議

今日の研修会は
ここの段階

前回の個別改定項目

6/1 算定開始
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「これまでの議論の整理」の論点

I 現下の雇用情勢も踏まえた人材確保・働き方改革等の推進

Ⅰ－１ 医療従事者の人材確保や賃上げに向けた取組

(1)看護職員、病院薬剤師その他の医療関係職種について、賃上げ
を実施していくため、新たな評価を行う。

(2)入院基本料等について、以下の見直しを行う。

① 退院後の生活を見据え、入院患者の栄養管理体制の充実を図る
観点から、栄養管理体制の基準を明確化する。

② 人生の最終段階における適切な意思決定支援を推進する観点か
ら、当該支援に係る指針の作成を要件とする。

③ 医療機関における身体的拘束を最小化する取組を強化するため、
医療機関において組織的に身体的拘束を最小化する体制の整備を求
める。

④ ①～③のほか、40 歳未満の勤務医師、事務職員等の賃上げを実
施すること等の観点から、入院基本料等の評価を見直す。



R5.12.8 中医協資料 4



5

R6.1.23沼田資料

「これまでの議論の整理」の論点

I 現下の雇用情勢も踏まえた人材確保・働き方改革等の推進

Ⅰ－１ 医療従事者の人材確保や賃上げに向けた取組

(3)外来診療において標準的な感染防止対策を日常的に講じること
が必要となっていること、職員の賃上げを実施すること等の観点か
ら、初再診料等の評価を見直す。

Ⅰ－３ 業務の効率化に資する ICT の利活用の推進、その他長時間
労働などの厳しい勤務環境の改善に向けての取組の評価

(1)ICT の活用等による看護職員の更なる業務負担軽減の観点から、
「夜間看護体制加算」等の夜間における看護業務の負担軽減に資す
る業務管理等の項目を見直す。

(2)医療機関等における業務の効率化及び医療従事者の事務負担軽
減を推進する観点から、施設基準の届出及びレセプト請求に係る事
務等を見直すとともに、施設基準の届出の電子化を推進する。
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「これまでの議論の整理」の論点

II ポスト2025を見据えた地域包括ケアシステムの深化・推進や医療
DXを含めた医療機能の分化・強化、連携の推進

Ⅱ－１ 医療 DX の推進による医療情報の有効活用、遠隔医療の推進

(1)オンライン資格確認等システムの活用により医療 DX を推進し、
質の高い医療を提供する観点から、以下の見直しを行う。

① 保険医療機関・薬局におけるオンライン資格確認等システムの導
入が原則義務化され、オンライン資格確認に係る体制が整備されて
いることを踏まえ、医療情報・システム基盤整備体制充実加算の評
価の在り方を見直す。

② オンライン資格確認の導入による診療情報・薬剤情報の取得・活
用の推進に加え、「医療 DX の推進に関する工程表」に基づき、利
用実績に応じた評価、電子処方箋の更なる普及や電子カルテ情報共
有サービスの整備を進めることとされていることを踏まえ、医療 DX 
を推進する体制について、新たな評価を行う。
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「これまでの議論の整理」の論点

II ポスト2025を見据えた地域包括ケアシステムの深化・推進や医療
DXを含めた医療機能の分化・強化、連携の推進

Ⅱ－１ 医療 DX の推進による医療情報の有効活用、遠隔医療の推進

(2) 発達障害等、児童思春期の精神疾患の支援を充実する観点から、
小児特定疾患カウンセリング料について要件及び評価を見直すとと
もに、医師による小児の発達障害等に対する情報通信機器を用いた
診療の有効性・安全性に係るエビデンスが示されたことを踏まえ、
発達障害等を有する小児患者に対する情報通信機器を用いた医学管
理について、新たな評価を行う。

(3)「情報通信機器を用いた精神療法に係る指針」を踏まえ、情報通
信機器を用いて通院精神療法を実施した場合について、新たな評価
を行う。

(4) 適切な診療記録の管理を推進する観点から、「医療情報システ
ムの安全 管理に関するガイドライン」を踏まえ、診療録管理体制加
算について非常時に備えたサイバーセキュリティ対策の整備に係る
要件及び評価を見直す。
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「これまでの議論の整理」の論点

II ポスト2025を見据えた地域包括ケアシステムの深化・推進や医療
DXを含めた医療機能の分化・強化、連携の推進

Ⅱ－１ 医療 DX の推進による医療情報の有効活用、遠隔医療の推進

(5) 医療 DX を推進する観点から、診療報酬上、書面での検査結果
その他の書面の作成又は書面を用いた情報提供等が必要とされる項
目について、「医療情報システムの安全管理に関するガイドライ
ン」の遵守を前提に、電磁的方法による作成又は情報提供等が可能
であることについて明確化する。

(6) デジタル原則に基づき書面掲示についてインターネットでの閲
覧を可能な状態にすることを原則義務づけするよう求められている
ことを踏まえ、保険医療機関、保険薬局及び指定訪問看護事業者に
おける書面掲示について、原則として、ウェブサイトに掲載しなけ
ればならないこととする。
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「これまでの議論の整理」の論点

Ⅱ－２ 生活に配慮した医療の推進など地域包括ケアシステムの深
化・推進のための取組

(1) 高齢者の救急患者をはじめとした急性疾患等の患者に対する適
切な入院医療を推進する観点から、高齢者の救急患者等に対して、
一定の体制を整えた上でリハビリテーション、栄養管理、入退院支
援、在宅復帰等の機能を包括的に提供することについて、新たな評
価を行う。

(2) 介護保険施設の入所者の病状急変時における適切な対応及び施
設内における生活の継続支援を推進する観点から、当該施設の協力
医療機関となっている保険医療機関が施設入所者を受け入れた場合
について、新たな評価を行う。

(3) 医療機関と介護保険施設の適切な連携を推進する観点から、在
宅療養支援病院、在宅療養後方支援病院、在宅療養支援診療所及び
地域包括ケア病棟について、介護保険施設の求めに応じて協力医療
機関を担うことが望ましいことを踏まえ、要件を見直す。
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「これまでの議論の整理」の論点

Ⅱ－２ 生活に配慮した医療の推進など地域包括ケアシステムの深
化・推進のための取組

(4) 医療と介護の両方を必要とする状態の患者が可能な限り施設で
の生活を継続するために、医療保険で給付できる医療サービスの範
囲を以下のとおり見直す。

① 介護保険施設及び障害者支援施設において対応が困難な医療行為
について医療保険による算定を可能とする。

②医療機関と介護保険の訪問・通所リハビリテーション事業所のリ
ハビリテーションに係る連携を更に推進する観点から、疾患別リハ
ビリテーション料について要件を見直す。

(5) 精神障害の特性を踏まえ医療機関と障害福祉サービスとの連携
を推進する観点から、診療情報提供料（Ⅰ）について情報提供先を
見直す。

(6) 入退院支援における、関係機関との連携強化、生活に配慮した
支援の強化及び入院前からの支援の強化の観点から、入退院支援加
算１及び２について要件を見直す。
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「これまでの議論の整理」の論点

Ⅱ－２ 生活に配慮した医療の推進など地域包括ケアシステムの深
化・推進のための取組

(7) 認知症患者に対する身体的拘束の最小化の取組を推進する観点
から、認知症ケア加算について評価を見直すとともに、認知症患者
に対するアセスメントにおいてせん妄の識別も必要であることを踏
まえ、認知症ケア加算及びせん妄ハイリスク患者ケア加算について
要件を見直す。

(8) 適切な在宅復帰支援を推進する観点から、地域包括ケア病棟入
院料の評価について、入院期間に応じた評価体系に見直すとともに、
地域包括ケア病棟を有する医療機関が提供する在宅医療等の実績を
適切に評価する観点から、訪問看護に係る実績の基準を見直す。

(9) 地域包括ケアの深化及び推進に向け、地域包括ケア病棟におけ
る効果的な入院医療の提供を更に推進する観点から、地域包括ケア
病棟の要件を見直す。
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「これまでの議論の整理」の論点

Ⅱ－３ リハビリテーション、栄養管理及び口腔管理の連携・推進

(1) NDB・DPC データにより疾患別リハビリテーションの実施者ごと
の訓練実態が把握可能となるよう、疾患別リハビリテーション料に
ついて、実施者を明確化した評価体系に見直す。

(2) 療養病棟入院基本料について、以下の見直しを行う。

① 疾患・状態と処置等の医療区分と医療資源投入量の関係性を踏ま
え、医療区分に係る評価体系を見直す。

② 適切な栄養管理を推進する観点から、中心静脈栄養の評価を見直
す。

③ 中心静脈栄養が実施される患者割合が増えている実態を踏まえ、
療養病棟における適切な経腸栄養の管理の実施について、新たな評
価を行う。

④ 適切なリハビリテーションを推進する観点から、要件を見直す。

⑤ 医療法に基づく医療療養病床の人員配置標準に係る経過措置の終
了を踏まえ、経過措置を廃止する。
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「これまでの議論の整理」の論点

Ⅱ－４ 患者の状態及び必要と考えられる医療機能に応じた入院医療
の評価

(1) 看護職員及び看護補助者の業務分担・協働を更に推進し、高齢
者の救急患者をはじめとした急性疾患等の患者に対する適切な入院
医療を推進する観点から、直接患者に対するケアを担う看護補助者
の配置について、新たな評価を行う。

(2) 地域包括ケア病棟における適切な在宅患者等の緊急入院の受入
れを推進する観点から、在宅患者支援病床初期加算を見直す。

(3) より質の高い回復期リハビリテーション医療を推進する観点か
ら、回復期リハビリテーション病棟の要件及び評価を見直す。

(4) 不適切な養育等が疑われる児童の早期発見や、福祉・保健・警
察・司法・教育等の関係機関の適切な連携を推進する観点から、児
童・思春期精神科入院医療管理料において、多職種で構成される専
任のチームを設置して連携体制を整備している場合について、新た
な評価を行う。
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「これまでの議論の整理」の論点

Ⅱ－５ 外来医療の機能分化・強化等

(1)生活習慣病に対する質の高い疾病管理を推進する観点から、生活
習慣病管理料について要件及び評価を見直すとともに、特定疾患療
養管理料について対象患者を見直す。

(2)リフィル処方及び長期処方の活用並びに医療 DX の活用による効
率的な医薬品情報の管理を適切に推進する観点から、特定疾患処方
管理加算について、要件及び評価を見直す。

(3)かかりつけ医機能の評価である地域包括診療料等について、かか
りつけ医と介護支援専門員との連携の強化、かかりつけ医の認知症
対応力向上、リフィル処方及び長期処方の活用、適切な意思決定支
援及び医療 DX を推進する観点から、要件及び評価を見直す。
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「これまでの議論の整理」の論点

III 安心・安全で質の高い医療の推進

Ⅲ－１ 食材料費、光熱費をはじめとする物価高騰を踏まえた対応

(1)食材費等が高騰していること等を踏まえ、入院時の食費の基準
を引き上げる

Ⅲ－２ 患者にとって安心・安全に医療を受けられるための体制の
評価

(1)不妊治療を保険診療で実施する医療機関を広げる観点から、一
般不妊治療管理料について要件を見直すとともに、不妊治療にお
ける胚の凍結保存に係る実態を踏まえ、胚凍結保存管理料につい
て要件を見直す。

(2)慢性腎臓病患者に対する移植を含む腎代替療法に関する情報提
供及び共同意思決定を更に推進する観点から、人工腎臓の導入期
加算について要件及び評価を見直す。
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「これまでの議論の整理」の論点

III 安心・安全で質の高い医療の推進

Ⅲ－３ アウトカムにも着目した評価の推進

(1)データに基づくアウトカム評価を推進する観点から、入院患者
のデータ提出に係る実態を踏まえ、データ提出加算の評価及び要
件を見直すとともに、データ提出加算に係る届出を要件とする入
院料の範囲を拡大する。

Ⅲ－４－２ 小児医療、周産期医療の充実

(1)医療の質と医療安全を担保する観点から、新生児特定集中治療
について十分な体制と実績を有する保険医療機関における、高度
な医療を要する重症新生児に対する手厚い看護体制について、新
たな評価を行う。
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「これまでの議論の整理」の論点

III 安心・安全で質の高い医療の推進

Ⅲ－４－２ 小児医療、周産期医療の充実

(2)発達障害等、児童思春期の精神疾患の支援を充実する観点から、
小児 特定疾患カウンセリング料について要件及び評価を見直すと
ともに、医師による小児の発達障害等に対する情報通信機器を用い
たオンライン診療の有効性・安全性に係るエビデンスが示されたこ
とを踏まえ、発達障害等を有する小児患者に対する情報通信機器を
用いた医学管理について、新たな評価を行う。

(3)周産期医療における集中的・効率的な提供を推進する観点から、
母体・胎児集中治療室管理料について、要件を見直す。

(4)ハイリスク妊婦に対する適切な管理を推進する観点から、ハイ
リスク妊娠管理加算について対象患者を見直す。



33

R6.1.23沼田資料

「これまでの議論の整理」の論点

III 安心・安全で質の高い医療の推進

Ⅲ－４－４ 認知症の者に対する適切な医療の評価

(1)入院基本料等について、医療機関における身体的拘束を最小化
する取組を強化するため、医療機関において組織的に身体的拘束を
最小化する体制の整備を求める。

(2)認知症患者に対する身体的拘束の最小化の取組を推進する観点
から、認知症ケア加算について評価を見直すとともに、認知症患者
に対するアセスメントにおいてせん妄の識別も必要であることを踏
まえ、認知症ケア加算及びせん妄ハイリスク患者ケア加算について
要件を見直す。
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R6.1.23沼田資料

「これまでの議論の整理」の論点

III 安心・安全で質の高い医療の推進

Ⅲ－４－５ 地域移行・地域生活支援の充実を含む質の高い精神医
療の評価

(1)精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を推進する
観点から、精神疾患を有する者の地域移行・地域定着に向けた重点
的な支援を提供する精神病棟について、新たな評価を行う。

(2)精神病棟の長期入院患者の地域移行を一層推進する観点から、
地域移行機能強化病棟入院料について、当該入院料に係る実績等を
踏まえ、要件を見直すとともに、届出期間を延長する。

(3)精神病床に入院する患者に対して、入院早期から実施する退院
調整の効果を踏まえ、精神病床における入退院支援について新たな
評価を行うとともに、既存の退院支援に係る評価を見直す。
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R5.11.22 中医協資料
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R6.1.23沼田資料

「これまでの議論の整理」の論点

III 安心・安全で質の高い医療の推進

Ⅲ－４－５ 地域移行・地域生活支援の充実を含む質の高い精神医
療の評価

(4)外来及び在宅患者に対する包括的支援マネジメントの実施を推
進する観点から、療養生活環境整備指導加算及び療養生活継続支援
加算について、要件及び評価を見直す。

(5)質の高い精神医療の提供を推進する観点から、通院・在宅精神
療法について評価を見直すとともに、精神疾患の早期発見及び早期
に重点的な診療等を実施する体制を有する医療機関が精神療法を
行った場合について、新たな評価を行う。

(6)児童・思春期の精神疾患患者に対する外来診療の充実を図る観
点から、多職種が連携して患者の外来診療を実施した場合について、
新たな評価を行う。精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの
構築を推進する観点から、精神疾患を有する者の地域移行・地域定
着に向けた重点的な支援を提供する
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R6.1.23沼田資料

「これまでの議論の整理」の論点

III 安心・安全で質の高い医療の推進

Ⅲ－４－５ 地域移行・地域生活支援の充実を含む質の高い精神医
療の評価

(7)心的外傷に起因する症状を有する患者に対して適切な介入を推
進する観点から、精神科を担当する医師の指示を受けた公認心理師
が必要な支援を行った場合について、新たな評価を行う。

(8)精神障害者の地域定着を推進する観点から、精神科在宅患者支
援管理料について、対象患者の要件を見直す。

Ⅲ－５ 生活習慣病の増加等に対応する効果的・効率的な疾病管理
及び重症化予防の取組推進

(1)慢性腎臓病に対する重症化予防を推進する観点から、慢性腎臓
病患者に対して多職種連携による透析予防の管理を行うことについ
て、新たな評価を行う
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●ネクスト研修会の予定
・ 2月ネクスト研修会（オンライン）

  2月27日（火）16時から
 ・診療報酬改定について

・ 3月ネクスト研修会（ハイブリッド）

  3月26日（火）18時から

・診療報酬改定について
エル・ソーラ仙台大研修室
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●精神科病院医事研修会
・ 改定概要セミナー（オンライン）
  2月15日（木）14時30分～15時30分

・ 改定詳細セミナー（ハイブリッド）

  4月16日（火）14時30分～16時

エル・ソーラ仙台大研修室
※ 個別質疑対応 16時から

別途申し込み必要



ご清聴ありがとう
ございました。
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